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 子育てや介護の制約がある人も，誰もが活躍できる職場環境が必要です。この機会に新しい

働き方について考えてみませんか？ 

 働き方改革やテレワークが業績にどう貢献するのかわからない方，鈴鹿の企業でも取り組む

必要があるのか疑問がある方や，仕事と家庭（子育て・介護等）の両立をさらに進めたい方に

オススメのセミナーです。 

 

「ジェフリーすずか通信」はホームペ-ジでもご覧になれます。 

http://www.city.suzuka.lg.jp/danjo/ 

 
  

 

セミナー内容 

講 師 

 

●テレワークの必要性と働き方の変化 

●テレワークとは何か 

少子高齢化により，労働力が減少する中，女性をはじめ，あらゆる人材を活躍させるためには， 

多様な働き方が不可欠です。まずは，テレワークや働き方改革が必要な理由や効果を整理します。 

テレワークは，企業の生産性を高め，働きがいを向上させるための一つの手段です。導入

する目的や導入後の効果について，事例を交えながら解説します。 

宮崎 翔太 氏 
地方創生担当部長（働き方改革・地方創生・医療政策担当） 

Empowered JAPAN実行委員会 事務局長 

日本マイクロソフト株式会社 政策渉外・法務本部 

テクノロジー活用を通じた働き方改革や人材育成，地方創生，女性活躍を含むダイ

バーシティ＆インクルージョン，医療サービスの効率化，自動運転等，複数のプロジェ

クトを企画・推進し，日本政府・自治体・医療機関・教育機関・業界団体等の有識者に

向けた政策渉外活動を担当。 

日 時  令和2年 11月 13日（金）10：00～11：00 

申込み  鈴鹿市男女共同参画課メール  

視聴方法  MicrosoftTeams（ライブイベントWEB会議アプリ）を使用します。 

申込受付後，こちらからURL をメールでお送りしますので， 

開始時間前にURL をクリックしてセミナーにご参加ください。 

参加費無料！ 

主催・お問い合わせ 

鈴鹿市男女共同参画課 

E-mail：danjokyodosankaku@city.suzuka.lg.jp 

※スマートフォン，タブレットは無料アプリのダウンロードが必要となります。 

TEL：059-381-3113 

FAX：059-381-3119 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月 12日～11月 25日（女性に対する暴力撤廃の国際デー） 

 暴力は，その対象の性別や加害者・被害者の間柄を問わず，決して許さ

れるものではありません。特に，配偶者からの暴力，性犯罪・性暴力，ス

トーカー行為，売買春，人身取引，セクシュアルハラスメント等女性に対

する暴力は，女性の人権を著しく侵害するものであり，男女共同参画社会

を形成していく上で克服すべき重要な課題です。 

 この運動は，地方公共団体，女性団体その他の関係団体との連携・協力

のもと，社会の意識啓発等，女性に対する暴力の問題に関する取組を一層

強化することを目的としています。 

今年度の「女性に対する暴力をなくす運動」は，「性暴力を，なくそう」

をテーマに取り上げます。 

 相手の同意のない性的な行為は，性暴力です。性暴力は，性別や年齢に

かかわらず起こります。身近な人や交際相手，配偶者から被害を受けるこ

ともあります。 

性暴力被害に悩んでいる方を見かけたら，下記の相談先を教えてあげて

ください。 

 

 

 「もう一度働きたいけど…」，結婚・出産・育児・介護等のライフイベントで，少しブランクがある

ために不安を感じてしまう…。その不安を吹き飛ばすために，セミナーを受講して自分の強みを発見

し，再就職へ一歩踏み出しませんか？参加は無料です。ぜひご参加ください！ 

 

詳細・お問い合わせは担当課へご連絡ください。担当課：鈴鹿市産業政策課 TEL：059-382-8698 

 

日 時 2020年 12月 2日（水） 10：30～11：00 

視聴方法  WEB会議システム「Zoom」を使用して行います。 

        「鈴鹿 deはたらこっ！」ホームページから，必ず申し込みをお願いします。 

        予約していただいた方には，メールで視聴用のURLをお送りします。 

       

スマートフォン・パソコンなど，お好きな端末でご参加いただけます。 

Zoom アプリのインストールが必要となりますので，事前にインストールを 

お願いします。※カメラ・マイク機能は使用しません。 

ホームページ httpｓ://suzuka-jobnavi.com/seminar/ 

 

 

「パープルリボン」は 

女性に対する暴力根絶の 

シンボルです 

 

内閣府 性犯罪・性暴力被害者のための 

ワンストップ支援センター 
警視庁 性犯罪被害相談電話 

＃8891 ＃810３ 
はやくワンストップ ハートさん 

 

女性に対する暴力根絶の 

ためのシンボルマーク 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導の現場も時間も限られる女性には狭き門で，「指導者の入り口に立てていなかった」と日

本協会の小野剛・技術副委員長は認める。道のりの長さに尻込みし，監督をキャリアの選択肢

としてとらえられない女性選手もいたのが現状という。 

 これまで日本協会は女子にだけ該当するライセンスや基準を設けることを避けてきた。女子

サッカーは男子と違う，劣るなどの誤った認識を助長しかねないためだ。ただし今回は女性限

定の“近道”を設けてでも，ジェンダー格差の現状を打破する考え。「ロールモデルを増やし，

女性の監督を当たり前のものにしたい」と今井純子・女子委員長は話す。 

女性がサッカーを指導することへの根拠のない偏見が，見えない壁になっている面もある。

それでも小野氏は「サッカー界が社会を変えるくらいの信念でやる」と語る。 

サッカーを通じて女性の活躍する場を広げることがＷＥリーグの理念。その実現は，女子サ

ッカーの愛好の輪を広げてもくれるだろう。「この大きな契機を逃したら，次のチャンスはな

い」。今井氏らは不退転の決意で取り組む。 

来年秋に日本初のサッカー女子プロリーグ「WE リーグ」が創立されるのに合わせ，女性監督

を増やすための新たな指導者ライセンスができる。サッカー界で女性指導者の比率は男性に比べ

ると極めて低い。男女差を埋めるべく，資格獲得の間口を広げて，女性の進出を促す。 

J リーグのチームを指揮できるＳ級ライセンスに準ずる資格として，「Associate-Pro(A-Pro)

ライセンス」を設ける。取得すればＷＥリーグのチームを指揮できる。取得に必要な研修などは

Ｓ級に比べれば少ないが，アジアサッカー連盟（ＡＦＣ）の定めるライセンス基準に準じ，指導

力に加え国際的なコミュニケーション力も重視される。 

欧州サッカー連盟では最上級指導資格を持つ女性が 120 人を超える。日本でＳ級取得者は男

性が 502 人に達する一方，女性は 8 人だけ。ただでさえ難関で，受講で拘束される時間も長い。 

サッカー女性監督 増やせ 

日経 8 月 18 日夕刊（抜粋） 

 

WEリーグ創設で資格新設 

狭き門是正，「当たり前」めざす 

（中  略） 

 

 
 

（岸名 章友） 

 



        

 11 月  November  2020 

 日 月 火 水 木 金 土 
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右折禁止

中央道路

近鉄鈴鹿市駅

神戸公民館

消防署

鈴鹿市男女共同参画センター

ジェフリーすずか

市役所

図書館

文化会館

簡易
裁判所

ハロー

ワーク
神戸小

〒

鈴鹿

郵便局

〒

至 四日市市

鈴鹿市男女共同参画センター 
（愛称：ジェフリーすずか） 

〒513-0801 

三重県鈴鹿市神戸二丁目 15 番 18号 

（かんべ再開発ﾋﾞﾙ 3 階） 

TEL059-381-3113 FAX059-381-3119 

E-mail  danjokyodosankaku@city.suzuka.lg.jp   

 

 

ジェフリーすずか 検索 

059-381－3118（直通） 
相談日：毎週火・木・金曜日 

（第 4金曜日・休館日を除く） 

時 間 10：00～12：00（午前） 

13：00～1６：00（午後） 

・女性の相談員が対応します。 

・相談は無料です。 

・相談内容などの秘密は厳守します。 

 ・必要に応じ，面接相談，市役所担当課等をご案内します。 

・話し中の場合は，時間をおいておかけ直しください。 

 

 「ジェフリーふぇすた」は，市民が実行委員として企画運営を行い，鈴鹿市男女共同参画セ

ンターを会場に毎年開催しているイベントです。様々な企画を通じて，市民の方に男女共同

参画を感じていただいたり，理解を深めていただくことを目的にしています。 

 今年は新型コロナウイルスの影響により，開催すべきかどうか様々な点から考慮した結果，

17 回開催してきたジェフリ―ふぇすたのあゆみを止めない，そして，今回新たなかたちで開

催する機会と捉え，ジェフリ―すずかのホームページで開催することとしました。 

 

 今年のふぇすたは，過去に開催されたジェフリーふぇすたの記録集や，男女共同参画課の

歴代課長からのメッセージを掲載するなど，これまでの 17 年間の軌跡を振り返ります。 

 12 月 5 日からホームページ上で公開しますので，どなたでもご覧いただくことが可能で

す。この機会に男女共同参画センタージェフリーすずかを身近に感じていただければと思い

ます。 

 

〇：相談日 

https://www.city.suzuka.lg.jp/danjo/ 

 

  

開催日 12 月 5 日（土）～ 
ジェフリ―すずかホームページ 

 
 

https://www.city.suzuka.lg.jp/danjo/

